
第13回出生動向基本調査  

結婚と出産に関する全国調査  

独身者調査一結果の要約  

○調査の概要   

出生動向基本調査は、わが国における結婚と出産に関する実状、背景ならびに意識を定期的に調査・   

計量し、関連する諸施策ならびに人口動向の把握等に必要となる基礎データを得ることを目的とする全   

国標本調査である。全体は夫婦調査と独身者調査の二つの調査から構成される。本報告は、第13回調   

査、独身者調査の結果概要についてのものである。  

調査期日：2005年6月1日   

調査対象：全国の年齢18歳以上50歳末満の独身者  

調査票配布数一12，482票 有効票数－8，734票（有効回収率70．0％）   

調査事項：①独身者の社会経済的属性  

②結婚に関する意欲・意識  

③異性交際に関する事項  

④生活や女性の健康に関する事項  

⑤ライフコースや子ども数に関する意識  

⑥結婚・家族に関する意識と評価  

※概要報告では18歳以上35歳末満の未婚者の調査結果を中心に報告する。報告中とくにことわらないかぎり、  

未婚者とは18歳以上35歳未満未婚男女を指す。   

○調査結果のポイント（）内は公表資料「結果の概要」ページ番号。※印は新規項目。  

1．結婚という選択一若者たちの結婚離れを探る一  

結婚責思を持つ未婚者は9割で推移、結婚を先のばしする意識は継続、  

非正規就業者や無職の未婚男性で結婚意欲、結婚の利点を感じる割合が低し＼   

ユ）過去に減少傾向にあった「いずれ結婚するつもり」、「ある程度の年齢までには結婚するつもり」の未婚  

者割合は横這いか、わずかながら取り戻しを示している（p．2）。しかし、当面の結婚に対しては主な年齢  

層で「まだ結婚するつもりはない」とする未婚者が継続して増えている（p．3）。就業の状況別にみると男  

性では正規雇用者や自営業等で結婚意欲が高く、非正規就業者や無職で低い傾向が顕著である（p．4）。   

2）結婚することには利点があると考える未婚者がやや増えた（p．4）。若い層を中心に「子どもや家族をもて  

る」ことに利点を感ずる人が増えたことなどによる（p．6）。この結婚に利点を感ずる割合も就業状況で違  

いがあり、正規雇用者で高く、非正規就業者や無職で低い傾向がある（p．5）。  

準身にとどまる理由、妻問加  

l）未婚者が独身にとどまっている理由は、若い年齢層を中心に「仕事（学業）にうちこみたいから」が継続  

的に増えていて、女性でより顕著である。前回に比べると「適当な相手にめぐり会わない」や、男性では  

「結婚資金が足りない」がやや増えた（p．7）。   

2．パートナーシップーゆらぐ男女のかかわり一  

男性との交阻幽性凝験率は男女とも頭打ち傾向  

1）未婚男性の過半数、女性の4割強は異性の交際相手を持っておらず、この割合は女性で今回やや増える  

など、異性交際の状況は低調なまま推移している。ただ今回、これまで減少傾向だった結婚したいと思う  

交際相手を持つ未婚男性の割合がやや増えた（p．8）。  

（1／2）   



2）同棲していると回答した未婚者は男女とも2％前後といまだ少数派だが、過去に同棲を経験した割合はわ  

ずかずつ増え、20歳代後半以降は男女ともほぼ1割に達している（p．8）。   

3）未婚者の性経験率はこれまで増加傾向にあり、女性で顕著であったが、今回調査では男女ともに頭打ち  

傾向となっている『．9）。経験者の避妊実行の割合は男女とも8割強で、ほとんどがコンドームであった   

（p．9※）   

3．希望の結婚像－どんな結婚を求めているのか－  

希望する抽昏年齢の上昇傾向力囁打ち、女性ではより年齢の近い結婚相手を望轍  

1）未婚者が結婚したいと思う年齢は上昇が続いていたが、今回調査ではおおむね上げ止まっており、男性  
ではわずかに下がる傾向も見られる（p．10）。   

2）男女とも自分と近い年齢の結婚相手を望む傾向が強まっていたが、今回調査では女性でこの変化傾向に  

一定の休止が見られ一段落を示している（p．10）。  

未婚女性の理想∴予定のライフコースで瑚  

1）未婚の女性が理想とするライフコース、実際になりそうだと考えるライフコースでは、ともに仕事と育  

児の両立コースが増加した。男性が女性に期待するコースでも両立コースが3割近くに達し、専業主婦  

を望む人は急速に減少している。また、理想、予定とも両立コースを選択する未婚女性は、正規雇用者  

など安定した仕事に就いている人に多いが、理想と予定の間には一定のギャップが見られる肝．1i）。  

未婚男女の希望子ども数は下げ止まり、就業状況や本人のきょうだし＼数で差  

1）未婚者が持ちたいと望む子どもの数は近年一貫して減少してきたが、今回調査では男女ともに下げ止ま  
りが見られた。また、今回初めて女性の希望子ども数が男性を上回った（p．12）。  

2）希望子ども数は、男性の自営業で多い傾向があり、男女とも非正規就業者、無職・家事で少ない傾向が  

見られる。また、本人のきょうだい数で差が見られ一人っ子や2人きょうだいに比べて3人以上のき  

ょうだいの場合に希望子ども数が多い傾向がある（p，13※）。  

4．未婚者の生活と意識一若者たちを取り巻く状況と意識一  

未婚男性の親との同居率は横這い  

1）未婚者の親との同居率は、近年男性で上昇を示したが、今回調査ではおおむね横這いとなった。女性で  

は年齢により傾向が異なり、従来低かった30～34歳の同居率が上昇する傾向がみられた貯．14）。  

2）未婚男性の親との同居率は就業の状況により異なり、無職・家事、自営業等、げ－トアル八一ィトで高く（80％．  

台）、正規雇用、学生で低い（60％台）。女性では、学生を別にすると就業の状況による同居率の差は小さ  

いが、やはり無職・家事、げ－トアル八一イトで高い傾向が見られる（p．14－15）。  

未婚女性の5人に「卿こ問題を抱えている  
1）18歳～34歳の未婚女性の5人に1人は、妊娠や出産にかかわる健康について問題や障害を感じている。．  

最も多いのは月経にかかわる問題で、30歳代では婦人科系の障害や不妊を心配する人も多い（P．15※）。  

結婚・家族を支持する意識lこ復調、周囲の掛昏・子育てlこ肯定的な人lま結婚意欲が高堕  

1）未婚者の結婚・豪族に対する意識は、概して家族・結婚を支持する意識に復調が見られる。「生涯独身は  

よくない」「同棲するなら結婚すべき」「離婚はすべきでない」「子どもは持つべき」「結婚に犠牲は当  

然」などで支持が増えている。しかし「夫は仕事、妻は家庭」と考える人は継続的に減少している（p．16）。  

2）父親がよく家事をしていたと答えたのは男女とも2割台で、6～7割の人が周囲やマスコミから結婚や  
出産・子育てについてたいへんそうだと問いている。親や友人の夫婦関係・結婚に対しては、「うらやま  

しい」「幸せそう」と感じている人が半数程度おり、そうでない人と比較すると結婚意欲が高い（p．17※）。  

（2／2）   
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調査の概要  

（1）調査の目的と潜華  

国立社会保障・人［」問題研究所は2005仲成17）年6月、第13回出生動向基本調査（結婚と出産に関   

する全回調査）を実施した。この調査は他の公的統計では把握することのできない結婚ならびに夫婦の出   

生力に関する実状と背景を定期的に調査・計量し、関連諸施策ならびに将来人口推計をはじめとする人   

口動向把握に必要な基礎資料を得ることを目的としている。本調査は、戦前の1940（昭和15）年に第1回   

調査、ついで戦後の1952（昭和27）年に第2回調査が行われて以来、5年ごとに「出産力調査」の名称で   

実施されてきたが、第10回調査（1992年）以降名称を「出生動向基本調査」に変更して今回に至ってい   

る。第8回調査（1982年）からは夫婦を対象とする夫婦調査に加えて、独身者を対象とする独身者調査を   

同時実施している。なお、今回調査は、分析結果のより高い信頼性を確保するために、基礎事項の国勢   

調査結果との比較が可能となるよう、従来の調査時期を2咋早めて2005（平成17）年に実施したものであ   

る。本概要報告は、第13回調査の独身者調査についてのものである。   

（2）調査手続きと調査票回収状況  

本調査は、全国の年齢18歳以上50歳末満の独身者を対象とした全国標本調査であり、平成17年6   

月1日現在の事実について調べたものである。調査対象地区は、平成17年「国民生活基礎調査」（厚生   

労働省大臣官房統計情報部実施）の調査地区1，048カ所（平成12年国勢調査区から層化無作為抽出）の中   

から選ばれた700地区である。このうち所得票対象単位区以外の全ての世帯に居住する18歳以上50歳   

末満のすべての独身者が本調査の客体となる。  

調査方法は配票自計、密封回収方式によった。その結果、調査票配布数（調査客体数）12，482票に対   

して、回収数は9，900票であり、回収率は79．3％であった（前回調査84．6％）。ただし、回収票のうち記   

入状況の悪い1，166票は無効票として集計対象から除外した。したがって、有効票数は8，734票であり、   

有効回収率は70．0％である（同75．3％）。なお、本報告では18歳以上35歳末満の未婚男女を中心に集計   

分析を行った。  

表1調査票配布数、有効回収数ならびに率  

調査票の回収状況  

調査客体数  

回収票数  

有効票数  

12，482  

9，900（回収率 79，3％）  

8，734（有効回収率 70．0％）  

表2 男女年齢別未婚者数  

年齢 
第13回調査未婚者数  （参考）第12回調査未婚者数  

男 性   女 性   男 性   女 性   

総  数   4．002（100．0射  3，583（100．0％）  4．665（100．0％）  3、938（100．0％）   

18～34歳小計  3，139（78．4別  3，064（85．5射  3，897（83．5％）  3，494（88．7射   

18～19歳  422（10．5別   541（15．1別   706（15．1別  591（15．0％）   

20～24歳   1，025（25．6）  1，187（ニi3．1）  l，405（30．1）  1，394（35．4）   

2≡i～29歳   1，025（25．6）   834（23．3）  1，124（24．1）  1，012（25．7）   

3（ト34歳   667（16 7）   502（14．0）   662（14．2）  497（12．6）   

3∈i～39歳   412（10．3）   255（ 7．1）   323（ 6．9）  211（ 5．4）   

4（ト44歳   270（ 6．7）   161（ 4．5）   232（ 5．0）   136（ 3．5）   

＿▼＿ 避≡■～49歳  ⊇ 181（．－．生j＿1 103（2．9）  213（ 4．6）   97（ 2．5）   

－1－   



1．結婚という選択 一 若者たちの結婚離れを探る －  

（1）結婚の意欲  

結婚する意思をもつ未婚者は9割空挺整  

いずれは結婚しようと考える未婚者の割合は、近年わずかずつ減る傾向にあったが、前回調査  
（2002年）以降下げ止まりが見られ、今回調査でも男女とも9割程度で推移している。逆に「一生結  
婚するつもりはない」とする未婚者は男性でやや増えて7％台となったが、女性では5％台にとど  
まっている。  

表1－1調査別にみた、未婚者の生涯の結婚意思   

【男  性】  

第13回  
（2005年）   

87．0  

7．1  

5．9  

100．0  

（3，139）  

第8回調査第9回  
（1982年） （1987年）  

95．9 ％   91．8  

2，3  4，5  

1．8  3．7  

100．0％ 100．0  
（2．732） （3，299）  

）   

90．0  85．9  

4．9  6．3   

5．1  7．8  

100．0  100．0  

（4，215） （3，982）  

第12回  
（2002年）   

87．0   

5．4  

7．7  

o．0  

（3，897）  

生涯の結婚意思   

いずれ結婚するつもり  

一生結婚するつもりはない  

詳  

総  数（18～34歳）  
（標 本 数）  

【女  性】  

第8回調査第9回  
（1982年） （1987年）  

第13回  
（2005年）   

90．0  

5．6  

4．3  

100，0  

（3，064）  

第10回   第11回  
（1992年）（1997年）  

第12回  
（2002年）  

生涯の結婚意思  

94．2 ％   92．9  90．2  いずれ結婚するつもり  

一生結婚するつもりはない  

不  詳  

総  数（18～34歳）  

（標 本 数）  

89．1  8臥3   

4．1  4．6  5．2  4．9  5．0  

1．7  2．5  4．6  6．0  6．7  

100」〕％ 100o  仙0  1o．0  1o．0  

（2，110） （2．605） （3，647） （3，612） （3，494）  

次のうちのどちらですか。」   「自分の 一生を通じて考えた場合、あなたの結婚に対するお考えは  
1．いずれ結婚するつもり、2．せ結婚するつもりはない  

注：対象は18～34歳未婚者。年齢別の．詳細な数値は付表1（巻人）参照。   

年齢にこだわる未婚者が増える  

結婚する意思のある未婚者のうち「ある程度の年齢までには結婚したい」と考える者は、近年減  
少傾向にあったが、前回調査（2002年）から傾向が変わり、今回はやや持ち直して「理想の相手が見  
つかるまでは結婚しなくてもかまわない」とする者と五分五分の構成に戻った。  

図1－1調査別にみた、結婚意思をもつ未婚者の結婚に対する考え方  

【男 性】  【女 性】  

0％  20％  40％  60％  80駕  100％ 0％  20％  40％  60％  80％  100％  

第9回調査  
（1987年）   

第10同調査  

（1992年）   

第11回調査  
（1997年）   

第12同調査  
（2002年）   

第13回調査  
（2005年）  

55．2  50．5  

46．7   

理想的な相手が見つカ  
るまでは結婚しなくても  
かまわない  

49．0   

理想的な柏手が見つ力  

るまでは結婚しなくても  

かまわない  

ある柁度の年齢まで  不  
には結婚するつもり ．；f  

ある群度の年齢まで   不  
には結婚するつもり  ．洋  

注：対象は「いずれ結婚するつもり」と答えた用～31歳末婚＃。詳細な数顆は付表2（巻人）参照。  

・・ご－－  



調査の概要  

（1二■ 調査の［川勺と洪革  

国立社会保購い人＝問題研究所は2005（、巨成17）咋6＝、第13回目生動向基本調査（結婚と出産に関   

する全国調査）を実施した。この調査は他の公的統計では把握することのできない結婚ならびに夫婦の出   

モヒカに関する実状と背Hを定期的に調査・．汁量し、僕‡連諸施策ならびに将来人Lj推計をはじめとする人  

［！動「吊巴掛こ必要な域礎資料を得ることを＝的としている∴本調査は、戦前の1肘0川侶rJ15）年に第1［可   

朗査、ついで戦後の1952㈹細J27）i＝二第2回調査がけわれて以来、5年ごとに「＝産力調軋 の名称で   

ノ夫施されてきたが、第10回調査（1992年）以降名称を「日生動向基本調査」に変更して今【‖＝こ至ってしゝ   

る。第8同調査（1982隼）からは夫婦を対象とする夫婦調動こ加えて、独身苦を対象とする独身者調査を   

同時実施している。なお、↑回調査は、分析結果のより「如、イー摘亘性を確保するために、基礎事項の同勢   

調査裾果との比較が＝ー能となるよう、従来の調査畔期を2年り一めて2005（平成17）年に実施したものであ   

る。本概要報告は、第13回調盃の独身者調査についてのものである。   

（2〕訴ほl王手続きと調査票「口川又状況  

本調査は、全国の年齢18歳以仁50歳末満の独身者を対象とした全国標本調査であり、平成17年6   

ーjl［」現在の事実について調べたものである。調査対象地区は、、h成17年「国民生活基礎調査」（厚生   

労働省大臣官房統計情報部実施）の調査地区1．0朋カ所（平成12年国勢調査区から層化無作為抽出）の中   

から選ばれた700地区である。このうち所得票対象檀位屠以外の全ての世帯に居住する18歳以上50歳   

末満のすべての独身者が本調査の客体となる。  

調査方法は配票自計、密封回収方式によった。その結果、調査票配布数（調査客体数）12，482票に対   

して、回収数は9，900票であり、し坤収率は79．3％であった（前回調査84．6％）。ただし、回収票のうち記   

入状況の悪い1，166票は無効票として集計対象から除外した。したがって、有効票数は8，734票であり、   

有効回収率は70，0％である（同75．3％）。なお、本報告では18歳以l二35歳末満の未婚男女を中心に集計   

分析を行った。  

表1調査票配布数、有効回収数ならびに率  

調査票の回収状況  

調査客体数  

回収票数  

有効票数  

（回収率 79．3％）  

（有効［吏さI収率 70．0％）  

表2 男女年齢別未婚者数  

年 齢   
第13回調査未婚者数  

男 惟   女 憎   

数   4，002（100．0別  3，583（10   
～34歳小計  3，139（78．4％）  3，064（8   
～19歳   】 422（10・5別   541（1   
～24歳   

■ 

l，025（25．6）  1，187（3   

～29歳   1，025（25．6）   834（2   

～34歳  667（16．7）  502（1   
～39歳 ⊇ 412（10．3）  255（   
～44歳 毒 270（6．7）  161（   

～49歳 ‡181（4，5）   t lO3（  

（参考）第12回調査未婚者数  

男 性   女 性   

0，0別  4．665 ＝00，0別  3、938（100．0％）   

5．5別  3，897（83．5射  3，494（88．7別   

5．1射   706（15．1別  591（15．0別   
3，1）  1．405（30．1）  1，394（35．4）   
3．3）  1，124（24．1）  1，012（25．7）   

4．0）  662（14．2）  497（12．6）   
7，l）   323（ 6．9）  ∋ 211（5・4）   

232（5・0）垂136（3・5  

』⊥L止6）i▼βヱ⊥＿．＿．＿揖   
＿   

4．5）  

呈二且 ＿＿  
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1．結婚という選択 一 若者たちの結婚離れを探る －  

（1）結婚の意欲  

結婚する意思をもつ未婚者は9割で推移  

いずれは結婚しようと考える未婚者の割合は、近年わずかずつ減る傾向にあったが、前巨－1調査  
（2002年）以降ドげ止まりが見られ、今回調査でも男女とも9割程度で推移している。逆にトー生結  
婚するつもりはない」とする未婚者は男性でやや増えて7％台となったが、女性では5％台にとど  
まっている。  

表1－1調査別にみた、未婚者の生涯の結婚意思   

【男  性】  

第8回調査 第9回†第10回  第l闇  第13回  

（2005年）  

第12回  
（2002年）  

生涯の結婚意思   

いずれ結婚するつもり  

－一生結婚するつもりはない  

不  詳  

総  数（18～34歳）  
（標  本  数）  

【女  性】  

生涯の結婚意思   

いずれ結婚するつもり  

一生結婚するつもりはない  

不  詳  

総  数（18～：i4歳）  
（標  本  数）  

（1982年） （19B7年）   

95．9 ％  91．8  

2．3  4．5   

1．H  ニi．7  

100．0％ 100．0  
（2，732） （ニi，299）  

（1992勺三） （1997年）   

90．0  85．9   

4．9  6．3  

5．1  7．8  

100．0  100．0  

（4，215） （3．982）  

87．0  87．0   

5．4  7．1   

7．7  5．9  

川0．0  100，0  

（3，897）  （3，139）  

第10回   第11回  
（1992年） （1997年）   

90．2  89．1  

第12回  

（2002年）  

第8回調査第9回  
（1982年） （1987年）  

94．2 ％  92．9  

4．1  4．6  

1．7  2．5  

100．0％ 100．0  
（2，110） （2，605）  

第13回  

（2005年）  

88．3  90．0   

5．2  4．9  5．0  5．6   

4．6  6．0  6．7  4．3  

100．0  100．0  100．0  100．0  

（3，647） （3，612） （3，494）  （3．064】   

設問「自分の 一生を通じて考えた場合、あなたの結婚に対するお考えは、次のうちのどちらですか。」  
l，いずれ結婚するつもり、2．一生結婚するつもりはない   

注：対象は18～34ふ瓦未婚者。年齢別の．甘細な数値は付表1（世人）参牒㌔   

年齢にこだわる未婚者が増える  

結婚する意思のある未婚者のうち「ある稚度の年齢までには結媚したい」と考える首は、近年減  
少傾向にあったが、前回調査（2002年）から傾向が変わり、今回はやや持ち甫して「理想の相手が見  

つかるまでは結婚しなくてもか蓋わない」とする＃とナi分子王分の構成に戻った。  

図1－1調査別にみた、結婚意思をもつ未婚者の結婚に対する考え方  

【男 性】  

0％  21川  ご10％  60％  

【女 性】  

10（）駕 り％  20％  10％  60％  HO冗  80％  

第9同調査  

（用87年）   

第10「・1調査  

（1992年）   

第1肝1調査  
（19リ7年）   

第1錘1調査  
（2002年）   

第13回調査  
（2005年）  

44．5  

49．6  

56．1  

55．2  

49．0   

理想的な頼fが絶つ力  

ろ吏てけ手柄拝し／なくて車j  

かEj）ない  

45．5  

50．1  

50．5  

46．7   

理想的な相「が兄／〕／う  

るよで（ポ銅Ⅰ盲Lなくて雲ノ  

か主わない  

51．0  
l   

ある持度の年齢まで  イ、  

には結婚するつもり ．こ1〔  
ある拙空の年齢まで   不  
には糸．－i婚するこり十） ．ナ羊  

注：対象はいずれ針一婚する′バ）り」と誉えた川～：‖ノ1二丈木棺君。．．1周一iな放佃iiトナノミコ（踪来）参照。  

ーーーごl   



鮭娘を見の娃しする意識は継続  

年以内の結婚について「まだ結婚するつもりほない．j と回答した未婚者は、女性20歳代後、‡二  
を除き増加傾向にあり、結婚を先のばしする意識ほ引き続き増加する傾向にある。  

表ト2 調査・年齢別にみた、「まだ結婚するつもりはない」と回答した未婚者の割合  

【ゾユ 十ヰ】  【女 什】  
年   齢 第9ri混周杏 第1り回 第11回 第12恒1 策13回 第9回調査 第岬司 第11巨il 第12回 第13回  

‖鋤7年）（用92年）（1997年）（20（j2年）（2005年）（1洲7年三）（】992iF）（川旧年）（2002年）（2005年）  

用 ′一 拍 歳   

2り －〉 2′1ふ妄   

25 ′、－ 2〔）歳   

ニiO ′－：51歳   

総数（18～：i‘1ム射  

参考（こi5一－：用歳）  

Rぐi51羞  85 7   闘．fi hリ h   84．2   

7仁h   7コ1  67∴1  70 8   71．0   

：う15  ：57 5  i2．7   右1  46．3   

115  】2 バ   21、5   コうリ   28．9   

う丁 二i駕  5リ：i  56 5   55リ   56．0  

リ バ   トう，リ   コり（）  22＿3  

7：i．51も  7日 －i  7（；H   7（i7   79．8   

527   っ、）1  5：iリ   56 0   60．6   

16．ti  用 丁   コ（i！）  29 ニi  28．9   

＝．2  Ilt） 1パ 1  用．1 19．4   

月，5笑  うl）7  17 7   朋：i  48．8  

1コ t） i：う，f） 1G り  12．8  

．設問 そ才1では↑から・隼以†坤〃結媚に閏Lてしiとノ）土うに才う考えごすか。  
ト ー隼＝内に結如し／たい，2 理想的な柚丁が見つかわば結姉して手）よしゝ∴iまだ結鮨するつもりは烏∴  

ほ：真「毅は「しゝず才1結椚する1もり」上筈えた川～二i・i歳人婿ポ。  ▲年以内に結婿したい」理想的な川下が見つかれは  
結婚Lてもよしゝ」上F‖侶し一た苦りnに′つし－てはトl長二5（浮木）参”（号。な才；、参ろとLて汀川神棚情以降について：i5～二川歳  
♂）状況ヰ′！こした。  

図1－2 調査・年齢別にみた、一年以内の結婚意思  

【女 性】  
ヰ以内の結婚意思、構成肌（㌔）  

り篤   2り％   1り駕  （川篤   封）米   川l）篤  

【男 性】  
年以辛け）結婿意思、構成比（㌔  

l）駕   21用  1りLも   fiり箋   Hり％   川1）笠  

署胴回調合  

‘、吾川【lT！調た  

ノ■吾＝い張凋膏  

Ⅵ12回調た  

ノやl：i卜】【調た  

、和〕リ「‖Ⅰ．凋吾  

、第】0い】j調た  

甥川＝l調査  

ノ氾12帖凋膏  

れ1伸一†調査   

第り伸り調査  

第10回朋査  

第＝回調杏  

第H回調合  

第‖【‖ト調合  

t≡  

†  
一－－十  

w十j  
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」
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づ
■
・
・
u
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ノ
二
 
 

第椚回朋情  

第川回朋情  

第川購紺  

。皇 第】神小満吾  
苅＝巨】ト調杏   

．
い
＝
叩
‥
・
L
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31．5  ，，  第uリ回調た   

37，5  第11）回調た  

‘制）伸一！朋た  

■釆10回聞合  

上■■ 三 筒＝帖凋た  

．た ′L窮1神山凋合   

笥＝【1一冊情  

拙馴－j【iん1た  

託1りい】．澗合  

誓 ノ市川車用否  

1欄1…調た  

れl．丹心凋在  

。2＿7  ご警苅＝回調た  
■   

．L第】畑l．調た ■1  
第川】右調合  

14．511  恥）…調た  

弟川回誹情  

第川購紺  

上司廿狛は情  

第川Ⅰ▲Ⅰ調合  
【一 

28，9  

／  
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…／に  
結媚Lたし、  

叫gに  
結婿L′二い  

叩且脚」／二川けが 王たご乳川ト「る  

しぃ」か才lげキ．川†‾パ1＝Hノ㌦い  

し／て≠，ょい  

理想的な棚「が まだ結婚する  
札√）かわば案∴婚 つ‡，りはなし－  

し′てもよぃ  

－∴ミ  



男性で蛙就農担状況′によユて塵盤患欽塑異なる  

「いずれ結婚するつもり」と回答した未婚者の中で「一年以内に結婚したい」または「理想的な  

相手が見つかれば結婚してもよい」と回答した未婚者の割合は、男性では就業の状況によって著  

しく盟なる。自営業・家族従業等、正規雇用者で結婚してもよいと考える未婚者が多い。非正規  

就業者（げ－トアルハ●ィト）は無職・家事の人よりも結婚意欲が低い傾向にある。女惟では学生を除くと  

男性ほどの差は見られないが、従来結婚意欲の高かった自営業・家族従業等の従事者で後退が見  

られ、相対的に正規雇用者、派遣・嘱託などの未婚者で意欲が高くなっている。   

図ト3 就業の状況別にみた、一年以内に結婚してもよいと考える未婚者割合の推移  

【男 性】  【女 性】  
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15．5  1014・4   13・9  

0   

第9回調査 第10回  第11回  第12回  第13回  
（1987年）（1992年）（1997年）（2002年）（2005年）  

調査回（年次）  

第9回調査 第10凹  第11回  第12回  第13回  
（1987年）（1992年）（1997年）（2002年）（2005年）  

調査回（年次）  

注：本国の数値はlいずれ結婚するつもり」とl・り苔した18～34歳の未婚ポの中で「年以内に結婿したい」または「叩想的な相  
手が見つかれば結婚してもよい」と回答した未婚者の割合。派遣・嘱託の区分は第12回調査以降で追加された。就業の状況  
の梢成については付表5（巻末）参照。  

（2）結婚の利点・独身の利点  

一版娃利点が姐Lと墾左畳表姫畳が聖堂狙左る  

結婚することに利点があると感じている未婚男女はやや増えて、男性65．7％、未婚女性  

74．0％となった。逆に利点はないと考えているのは男性の28．6％、女惟の21．5％である。▲一方、  

独身生活に利点があると考える人は男性83．8％、女性87．2％と、結婚に利点を感ずる割合よりか  

なり多く、こちらも今回やや増えた。  

表1－3 調査別にみた、未婚者の結婚の利点・独身生活の利点に対する考え  

【 

i（，と 
69．9   694   丁▲0   

25，5   26．3   215  

4．6    4．3    ▲5   

】00．0  】00．O l00．¢   

銅．5   866   肛～  

7．Z    8．6    丁．6  

4．3    d．8    已1   

】00．0   川0．0   川0．0   

（3．612）（3、494）11084】  

利点があると思う 69．1％  66．7    646  62．3   65．丁   7仇8％  7】．4  

利点はないと思う25，4   29．】  30．3  33．1  216   24．7   25．Z  

不  詳 5・5   4・2   5・】   4・6   5・7  4・5  3・4  

】00．0％ 10D．0  100．D  】00．0  100．0  】OU，U％  川00   

利dがあると思う 83，0％  83．6    827  79．8   818   89．7％  占且0   

利点はないと思う 肌7   11．2   】Ⅰ．6  14，6   10．3    5．4    7．4  

不  詳6・3  5・2  5・7  5・6  5・9   4▲9   3・6  

100．0％ 100．O  100．0  川0．0  10（l．0  】00．0％ 】00．0  

（3．299）（4，2ほ（：i湖2）（3．897〉 lい39） は鵬）（3．647）  

今のあなたにとって   
鮎増することは  

計  

今のあなたにとって   
独身／＝宮は  

詔   

（控  本  数）  

設問：「ノ㌢のあなたにとって、乱写婚することは何か利点があると思いますか。」1，利点があると思う、2．利点はないと思う、  
「それでは逆に今のあなたにとって、独身′ト括には結姉／卜暗にはない利点があると思いますか。」  
l．利点があると思う、2．利点はないと思う  

注：対象は18～34ぷ受来姉者。  

一4〝   



生巌長よる腰娘賊子ニ鎧になりつつある   

乱川盲ソ〕抑∴（ゾ）f感じノバよ従来州歳代後、‡1で多′くノ払－i哉さオlていたか、近年二れが滅′ん、し、逆甘ンにし沌すで増加  

が兄られた結果、リJkとも隼齢による違いが′レなくな－〕てし、る（図卜4ノ）。 一ノノ、独身′仁清の糾ノ【さ，（の感じノノ  

はもともと隼齢による差が小さく、また調狛二よ√ノても変化が少ない（図卜5）。  

図ト4 年齢別にみた「結婚することは利点がある」と考える未婚者割合の推移  
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図ト5 年齢別にみた「独身生活は利点がある」と考える未婚者割合の推移  
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図1－6 就業の状況別にみた「結婚することは利点がある」と考える未婚者割合の推移  
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